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第 1 回  重信川流域住民の意見を聴く会【第一会場】  

議事録  

 
        平成 19 年 11 月 26 日（月） 
        18：30～21：00 
        松山市民会館中ホール  
 
 
1．開会  
 
○司会  
 大変お待たせしました。本日はお忙しい中、ご参加をいただきまして誠にありがとうご

ざいます。ただ今より第 1 回重信川流域住民の意見を聴く会【第一会場】を開催いたしま

す。私は本日の司会進行を務めます国土交通省松山河川国道事務所副所長の西森でござい

ます。よろしくお願いいたします。  
本日の会議は公開で開催させていただきます。本日の会の内容につきましては議事録を

作成いたしまして、お名前を除いた形で後日ホームページにて公開する予定でございます。

ご理解のほどよろしくお願いいたします。また、携帯電話をお持ちの方は電源をお切りい

ただくか、マナーモードに設定していただきますようお願いいたします。  
それでは次に本日の会の進行についてご説明させていただきます。本日はまず、事務局

より河川整備計画素案などについてご説明をさせていただきます。その後、一旦休憩を取

りました後、皆様からご意見、ご質問をいただくこととしております。全体で 2 時間半程

度を予定しており、長時間ではございますが、ご協力のほどよろしくお願いいたします。  
また本日配布しました「重信川水系河川整備計画の策定に向けて」というカラーのパン

フレットに意見が記入できるハガキが付いておりますので、本日言い忘れた意見等があり

ましたら、ハガキにご記入の上、受付反対側にあります意見回収箱にご投函いただくか後

日郵送していただきますようよろしくお願いいたします。  
それではお手元の議事次第に従いまして議事を進めさせていただきます。まず、開会に

あたりまして、国土交通省四国地方整備局松山河川国道事務所長の髙松よりご挨拶を申し

上げます。  
 

2．挨拶  
 
○髙松所長  
 皆さん、今晩は。国土交通省松山河川国道事務所の髙松でございます。日頃から流域の

皆様方には河川行政、道路行政をはじめ国土交通行政各般にわたりましてご理解、ご協力
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を賜りますことをまずもって御礼を申し上げます。また、本日はお忙しい中をご参加いた

だきますことを重ねて御礼申し上げます。  
さて、今日のこの会議でございますけれども、平成 18 年の 4 月に策定をいたしました

重信川水系河川整備方針に基づきまして、治水、利水、そして環境に関するいろんな施策

を今後概ね 30 年間にどんな形で整備をしていくかといったことをお示しするものでござ

います。  
ご案内の通り重信川につきましては約 400 年前の足立重信によります重信川、石手川の

付け替えでほぼ現在の形となっておりますが、その後度重なる水害を経て改修を重ねられ

てきておる次第でございます。国による整備につきましては、昭和 18 年 7 月の観測史上

最大の洪水を契機といたしまして、昭和 20 年から堤防整備に着手をしておりますけれど

も、そのお陰で他の河川に比べますと、比較的堤防整備率は高い状況にございます。ただ

一方で、ご案内の通り重信川は非常に急流な河川でございまして、近年でも局所的な洗掘

が発生しております。重大な堤防の決壊等につながる危険性を潜在している河川でもござ

います。このため、最近では特に市街化が進んでおります松山市、他流域の市・町、こう

いったところを守るために、洪水の予防といったことが非常に重要な課題になってきてい

るわけでございます。一方で、今年の 6 月から 7 月にかけてもございましたように、石手

川ダムをはじめといたします渇水といったことも頻発しておるといった状況にございます。

さらに河川環境の面では、かつての良好な自然環境の喪失ですとか、あるいは多様化する

河川利用への要請等、多数の課題を抱えるに至っておる状況でございます。  
このようなことを解決するといったことを目的といたしまして、治水、利水、環境など

様々な面での対策をまとめまして、今回このような河川整備計画の素案といったものをお

示しするに至りました。  
本日この後、ご説明をさせていただきまして、ご質問、ご意見等を賜りたいというふう

に考えておりますので、よろしくお願い申し上げまして、開会にあたりましての私からの

ご挨拶とさせていただきます。今日はよろしくお願いいたします。  
 

3．議事  
1）重信川流域住民の意見を聴く会の開催にあたって  
 
○司会  
 それでは最初の議事であります重信川地域住民の意見を聴く会の進め方につきま  
して、私の方から説明させていただきます。  
 お手元に資料 1「重信川流域住民の意見を聴く会の開催にあたって」という資料がある

と思いますが、これには本会をスムーズに進めていく上で皆様に守っていただきたい事項

を記載しております。それでは私の方が読み上げますので、皆様も内容の確認をお願いい

たします。  
 「重信川流域住民の意見を聴く会」の開催にあたって  
1．はじめに  
 「重信川流域住民の意見を聴く会」は重信川水系河川整備計画の策定にあたり、流域住
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民の方々から意見を聴き、同計画に反映させることを目的として国土交通省が開催するも

のです。以後「重信川流域住民の意見を聴く会」を同会と、同会の参加者を参加者と称し

ます。  
2．参加の方法  

参加者は原則として、重信川流域の市町に在住の方とします。会場の都合により参加者

多数の場合は先着順とさせていただきます。参加にあたって事前申込みは必要ありません。 
3．意見の表明  
  参加者は時間の許す範囲内において同会の中で重信川水系河川整備計画に関する意見を

表明することができます。この時、意見表明者は市町まで、住所と氏名を示すものとしま

す。  
4．他者の意見の尊重  
 参加者は多の参加者の意見表明を尊重し、他の参加者の意見表明を妨げてはなりません。 
5．進行秩序の確保  

参加者は同会の秩序ある進行に協力し、会議の妨げとなるような行為は慎まなければな

りません。なお、会議の秩序を乱したり、進行の妨げとなるような行為を行った場合には、

事務局より退場をお願いすることがあります。  
6．個人情報の保護  

個人情報保護の観点から同会の運営、進行等で主催者が得た個人情報は秘匿します。  
7．国土交通省の責務  
 国土交通省は同会の開催方針及び運営方針を決定し、開催及び運営の責任を持つものと

します。国土交通省は同会で表明された意見を取りまとめ、重信川水系河川整備計画策定 

にできる限り反映する、若しくは反映できない理由を説明する責任を持ちます。  
 以上でございます。  
 
2）重信川水系河川整備計画の策定について  
 
○司会  
 続きまして、議事の 2 番目の重信川水系河川整備計画の策定について事務局の方からご

説明いたします。  
 
○事務局  
 皆さん、今晩は。今日はありがとうございます。私は松山河川国道事務所の中川と申し

ます。よろしくお願いします。  
 それでは河川整備計画の策定についてご説明させていただきます。  
 河川整備基本方針と河川整備計画でございますが、平成 9 年に河川法が改正されたとい

うことで、このような計画を作るということになっております。  
 河川整備基本方針と言いますのは、長期的な視点と言うことで、河川整備の基本的なこ

とを決定するという内容でございます。あわせて河川整備の考え方を記述しております。

基本方針は平成 18 年の 4 月に社会資本整備審議会で議論された後、決定されております。  
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続けて河川整備計画でございますが、長期計画に比べますと短期計画ということでござ

いまして、今後の 20 年から 30 年後の河川整備、治水と利水と河川環境という観点で目標

を明確にして、その個別事業を含む具体的な内容を明らかにするということで策定しよう

としているものございます。  
この河川整備基本方針につきましては平成 18 年の 4 月に策定しまして、今回、河川整

備計画の素案を 10 月に公表させていただいております。その後、11 月 15 日には学識経験

を有する方々、今日お手元のパンフレットにその学識経験の方々のメンバーも記させてい

ただいておりますけれども、この方々により意見交換が行われております。そして先日 24
日には東温市で第二会場ということで、流域住民の意見を聴く会を催しております。今日

26 日が第一会場松山市で行う流域住民の意見を聴く会です。また、今後市町長のご意見も

伺います。  
こういったご意見を伺った後、私どもの整備計画素案を修正し、その修正素案について

また同様に意見をいただくというようなことを考えております。その後、案が作成されれ

ば、案につきまして河川管理者である四国地方整備局長から愛媛県知事に意見照会をしま

す。その際に流域の市町長のご意見を正式に聴くわけでございまして、聴いた後その意見

を反映しながら、知事から意見がいただけるということです。今後このような手続きがご

ざいます。よろしくお願いします。  
 
3）重信川水系河川整備計画素案について  
①重信川の概要  
②重信川の現状と課題に関する事項  
③河川整備計画の目標に関する事項  
④河川整備の実施に関する事項  
⑤今後に向けて  
 
○司会  
 引き続き議事の 3 番目の重信川水系河川整備計画素案について事務局より説明いたしま

す。  
 
○事務局  
 引き続きましてご説明をさせていただきます。今日の河川整備計画の素案につきまして

はお手元にお配りしている少し分厚い白い冊子に詳しく書かれております。パンフレット

の裏側には、今回の整備計画の実施内容の概略を絵付きで入れています。それでは内容に

ついてご説明させていただきます。よろしくお願いします。  
素案頁という表示が右上にありますけれども、これはお手元にあるこの白い印刷物素案

の中の頁数を書いています。またご参考ください。  
 今回の整備計画の素案の内容は、大きく 5 つの項目に分かれております。まず重信川の

概要、そして現状と課題、また目標に関する事項、そして実施に関する事項、今後に向け

てという 5 つの項目で整理されております。  
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 まず、重信川の概要でございます。重信川の流域面積は 445 ㎢、幹川流量は東三方ヶ森

が源流でございまして、この長さが 36km ということでございます。全国、国管理の河川

が 109 水系ございますが、大体 100 番目前後というような大きさになってございます。  
 特徴ですが、重信川は急勾配であるということでございます。この急勾配が重信川の災

害の原因でもあるわけなんですけれども、ちなみに重信川は東温市の市役所で海抜 100m
ぐらい、これが 16、7km 上流に遡ったとこですが、同じ隣の肱川では、同じように遡っ

たところ大洲市の市役所前で 16m ぐらいということで、肱川は非常に川が流れにくくなり

ますけれども、重信川は一方でそういった局所的な深掘れとかの課題が出てくるというこ

とでございます。  
 地形その 2 ですが、計画の水位がございます。計画高水位と言っていますが、堤防の高

さより少し下がったところの高さです。その高さと言うのは周辺の市街地よりも高い位置

にございまして、一度川がはん濫すると浸かってしまう。このオレンジのラインがはん濫

すれば浸かるであろうと想定された区域になってございます。  
 雨についてですが、瀬戸内式気候ということで、大体 1,300mm/年です。集中すれば洪

水ということなんですが、渇水がこういった雨の少なさが原因となってよく発生している

状況です。  
 雨の降り方はやはり梅雨期に多いということと、台風期に多いということでございます。 
 人口についてです。人口が松山市周辺に集中しているということで、昭和 37 年から平

成 7 年にかけて約 2 倍、倍増しています。この紫と赤紫色で示していますが、それぞれ流

域内人口とはん濫区域内人口です。先程のオレンジ色の範囲の中ですけれども、同様に増

えてきています。大体 23、4 万人の人口がそれぞれございます。  
 その市街化がどのように広がったかといいますと、昭和 51 年から平成 9 年にかけて赤

い色で示したところが大体市街地と考えていただければいいんですが、旧松山市中心だっ

たものと海岸部に市街地がございましたけれども、これが東温市、砥部町、松前、旧北条

市の方面に向かってどんどん家が広がってきています。どんどんはん濫区域に市街地が広

がってきているということでございます。  
これからの説明につきましては、素案の構成とは少し順番を変えて、わかりやすくご説

明させていただきます。まず基本理念と対象区間、対象期間をご説明した後、課題、目標、

実施内容について項目別にご説明をさせていただきます。  
 まず、基本理念、対象区間、対象期間です。基本理念は 3 つございます。1 つは安全で

安心できる重信川ということで、洪水、高潮等の水害から人の命と財産を守るということ

が重要であろうと。そしてあわせて渇水被害の少ない安心できる川づくりというものを目

指すということです。  
2 番目は河川環境です。重信川を軸とした水と緑のネットワークの形成。これらにより

まして自然との共生が実感できる川づくりを目指していこうというような理念です。  
3 番目には重信川を媒体として人と自然、人と人が触れ合う交流と学習の場ということ

で、多様な空間が整備によって創出されますけれども、人々が憩い楽しめ学べる川づくり

を目指していくということでございます。この 3 つの理念でございます。  
対象の区間でございますが、国の管理区間を今回対象としておりますので、河口から表



 - 6 -

川の合流地点まで、東温市です。石手川の合流地点、出合から和泉大橋のちょっと上流

3km300 地点まで、それと石手川ダムの区間でございます。なお、小野川など県管理の川

がございますが、県管理の川に関する河川整備計画につきましては県が管理の状況に応じ

まして逐次作成していくというふうに聞いております。  
河川整備の対象期間ですが、整備計画は先程 20 から 30 年とご説明させていただいてお

りますが、重信川では対象期間を概ね 30 年というふうに考えております。なお、河川整

備の進捗や河川状況の変化、新たな知見技術、社会の変化に応じて必要な見直しをすると

いうことを前提に考えております。  
続きまして治水という観点で説明させていただきます。治水の経緯ですが、まず、昭和

18 年 7 月の洪水がありました。これが観測史上最大洪水ということで、今まで観測された

中では一番大きな洪水ということになっております。当然江戸時代などにも大きな洪水が

ありましたけれども、近年になりまして観測が始まっていますのでこれが観測史上最大洪

水です。この洪水によりまして、例えば徳丸という、松前町にございますが、ここで最初

に堤防が決壊して、松前側にはん濫しました。あと上流、下流というふうな形で決壊しは

ん濫をしておりますが、この写真は昭和 20 年に撮影された、終戦の前に撮影をされまし

た米軍の写真です。拝志から下流の砥部川にかけてこのような白い筋がありますけど、こ

こで決壊したもののはん濫の跡が洪水後 2 年たっても残っていたというような写真でござ

います。  
この洪水によりまして浸水家屋が 1 万 2,500 戸、このように鉄道、あるいは道路に大き

な被害をもたらしております。結局この洪水、18 年 7 月洪水を契機に 20 年 5 月から国に

よる河川改修が始まりました。  
その後、大きな洪水は平成 10 年とか 11 年、特に最近大きなのが平成 13 年 6 月の洪水

です。これが戦後最大の洪水ですから、昭和 20 年 8 月の終戦以降最大の洪水になります。

これによりますと、局所的な深掘れによる護岸部の崩壊が多数見られます。5 カ所見られ

ております。あと流域内ではございますが、浸水戸数が 443 戸という状況で、この時も被

害が大きかったということでございます。  
今までは昭和の洪水ですけれども、少し遡りますと、400 年前になりますが、皆さんご

存知の通り、重信川は加藤嘉明の家臣、足立重信の改修によってできた、伊予川の改修か

ら始まっておりますけれども、松前城を守る観点で、このように付け替えています。  
重信川というふうに名前が付けられております。人の名前が付いた川は国の管理河川

109 水系ございますが、その中でも唯一、県の川なども入れましても非常にめずらしいの

ではなかろうかということでございます。  
松前の後、松山城に変わりますときに、岩堰というとこから出合に向けて付け替えたと

いうことがございます。原型がこの時にでき上がったということでございます。その後、

例えば享保の時代の 1700 年代あるいは文政の時代の 1800 年代にも大きな洪水が多数起こ

っておりますが、その後、最近では明治 19 年の洪水が大きかったようです。そして大正

12 年の洪水も大きかったということでございます。この時には重信川流域の沿川の住民の

方が「治水研究会」というものをつくりまして、その時に貴族院や衆議院に改修計画と実

施について請願を再三されているんですけれども、この時には国の事情で、国による改修
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は受け入れられなかったという経過がございます。その後先程の昭和 18 年洪水で国によ

る改修が 20 年 5 月から始まっています。  
一方、重信川は非常に土砂流出の多い川でございまして、砂防事業が行われています。

実際には大正 8 年に愛媛県が上流に山腹工に着手したというのが最初でございまして、あ

と昭和 4 年の堰堤工事、18 年、20 年にはまた大きな被害を受けてまして、その後、昭和

23 年から国による砂防事業が始まっております。  
堤防についてでございます。昭和 20 年から堤防の工事が始まっているわけですけれど

も、まず石手川の右岸側、このあたりから工事が始まってます。茶色のところが 20 年代

に行っている工事です。主に下流部の工事を暫定的に、完全な堤防ではなくて暫定的な堤

防で行うとともに、護岸工等もやっております。30 年代になりましてもやはり下流堤防の

促進をする、あるいは水衝部といいまして、川に水当たりが非常にきついところ、掘れや

すいところにつきまして、護岸とか床止めとか、水制工なども入れております。40 年代、

この時に下流堤防全体を仕上げました。今度上流域に着手しまして完成をしております。

40 年代を過ぎまして大体 50 年代でほぼ今の形になってきているということです。  
40 年代には、このあたり上流では、県が災害復旧事務所をつくりまして多数手を入れて

いるわけですが、最終的には国の方で現在のような形に改修しております。  
治水ですが、目標と実施について、これらの項目についてご説明をさせていただきます。

まず、洪水を安全に流下させるといったことです。これは出合橋の付近の洪水の写真です

が、平成 13 年 6 月の戦後最大といわれる洪水のピークが朝の 4 時だったんですが、その

後少し明るくなってからのものです。流量につきましては長期的な計画では計画高水流量

といいますけれども、出合橋で 3,000m3/s を流す計画になっています。石手川は湯渡地点

で 550 m3/s という流量を流す計画です。これが将来の目標でございます。  
今回の整備計画といいますのは、すぐには長期的な計画まで行きつかないということが

ございます。それで、戦後最大流量の 13 年 6 月洪水と同規模の洪水に対して対応すると

いうことです。  
流量につきましては先程の出合で 3,000m3/s に対し 2,500m3/s、湯渡で 550m3/s に対し

440m3/s といった流量になります。これが整備の目標流量でございます。  
後でご説明させていただきますが、その目標流量に応じて霞堤の締切、堤防の拡幅など

が必要になるということでございます。  
それで洪水を安全に通過させるための対応として、現在の堤防の整備状況ですが、重信

川は他の河川に比べまして整備が進んでいるということで、約 99％ができ上がっておりま

すが、あとの 1％は霞堤という二重構造になって、不連続になって途中が開いている堤防

がございます。こういった箇所が 9 カ所ございまして、それらは堤防がつながっていない

ということでございます。あと一部堤防断面が不足する場合もございます。  
実施する内容でございますが、先程の長期的な、目標流量 3,000m3/s という計画洪水流

量というのがございますが、その 3,000m3/s の場合には霞堤においては下流の市坪、古川、

井門、広瀬、中野という 5 つの霞堤から水が入りまして、家屋が浸水するというような状

況になりますが、今回の整備計画流量は 2,500m3/s という戦後最大流量ということですか

ら、その場合には唯一、井門霞が家屋浸水するということで、ここの対策が必要になりま
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す。ここにつきましては、これが写真でございます。次は場所です。これが井門霞です。

重信川のほぼ中央の森松のところにございます。そのイメージですが、河川整備の流量が

流れてきますと家が浸かるということで、市坪、古川、広瀬、中野についてはこの状態で

は家が浸かりません。だから今回は井門を対象とします。これを対象としますが、どうい

う状況かといいますと、もし整備しなかったら上流から洪水が流れてくると、ここの霞堤

から逆流して入って、家が浸かる。家が浸った後、逆にこういうふうに堤防の住家側を下

流に流れてきます。これは高速道路がある付近なんですけれども、このような形をとると

いうことです。  
霞堤には従来、洪水になったらはん濫した水をここの隙間から逆に川に返してくるとい

う効果があるんですけど、井門の霞提については流域面積的に考えますと、ここの間から

返ってくる洪水の量というのはほとんどございません。ほとんど戻し効果がない霞でござ

います。それを入口で排水門というものを造り、締め切って洪水のときに閉鎖すると浸水

はおこらないというようなことになります。  
もう 1 つ堤防の断面が不足しているところですが、石手川の JR の橋梁の少し上流のと

ころが対象になります。  
次は局所的な深掘れの問題です。  
この絵のように、これは河口から 14ｋｍあたりのところでございますが、8 年のときに

ここが掘れていたんです。13 年になると砂が溜まっているということで、いつも掘れる場

所が変わっております。これが問題でございまして、全て河川においてそういった深掘れ

対策ができているわけではございませんので、例えば平成 7 年のときには東温市の牛渕で

このような崩壊がありました。平成 8 年には八倉のとこでこのような崩壊、9 年には古川

のとこで崩壊がありました。毎年のごとくこのような崩壊が起きているという状況です。  
なぜ崩壊が起こると危険なのかといいますと、これまでは崩壊が起きても大きな洪水に

至っていなかったということがございます。この絵のように中小の洪水で局所的な深掘れ

が起きて護岸が壊れる。護岸というのは堤防の先端にある石積みとかブロック積みの鎧み

たいな堤防を守る施設でございますが、それが壊れる。壊れると川岸の土が、堤防の土を

横方向に侵食していく。この時にどんどん水位が上がりますと、さらに堤防自体も侵食さ

れてついには決壊して、堤内地の家が浸かってくるというようなことが想定、心配される

わけです。  
今回はそれにつきまして何を目標にするかといいますと、この護岸の基礎部が掘れない

ような深さまで入れるという方法と河川敷の幅を確保します。例えばソフトボールのグラ

ンドなどは幅が広いんですが、その幅が広いと削れていっても全て一洪水で堤防までは至

ることにはなりません。このような河川敷の幅や深掘れの基礎の状態を見ながら、優先的

な区間を決めました。それが総延長 5.9ｋｍとなります。  
 石手川につきましてはそのようなところが大きく見られないので、必要に応じて今後実

施するということになります。重信川で 5.9ｋｍを対応しようということです。  
対応をする場所ですが、この赤いところです。松前、中川原、垣生、古川、久谷、拝志

と、下流部の川、川幅が狭いところにつきましては基礎をしっかり入れます。上流部は河

川敷などを造ります。これがそのイメージです。これが堤防、護岸があります。護岸の基
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礎をしっかり根固めとかあるいは根継ぎとかを考えていきます。河川敷の幅の足りないと

ころは広げていきます。  
続きまして、堤防の漏水対策です。堤防の漏水につきましてはこの旧堤部分というのが

20 年までに造っている堤防で、非常に低い堤防でございました。国が事業を行って少しず

つ大きくしていって、今の堤防にしております。この材料がやはり砂利が多いということ

です。地先にある砂利を使っている場合が非常に多いということで、非常に透水性、水を

漏らせる能力が大きいもんですから、漏水を発生することになります。  
 その漏水なんですが、洪水のとき雨が降って堤防が湿潤、湿り状態になります。洪水の

水位が上がるとこちらに抜けるようになりますね。そうすると漏水とか後はここで滑り破

壊とか、あるいはパイピングとかが原因で堤防の決壊になるということが考えられます。  
 現在その安全性を点検中でございまして、この点検を平成 20 年度までに終了する予定

です。赤と青のところが現在点検済みですが、赤のところが今後何らかの対策が必要、青

のところは今のところ大丈夫と、緑のところは平成 20 年で調査を完了して必要に応じて

対策を行うというようなことになってございます。  
 どのような対策をするかといいますと、優先度の高いというところをまず検討をしまし

て、そこにつきまして川側から洪水のときに水が堤防に浸み込みにくいように粘土を敷く

とか、堤防の部分に水を通さない遮水工というものを造ります。このようなことで堤防の

安全性を増していくということでございます。  
 このような局所的な深掘れとか、あるいは堤防の漏水の工事につきまして配慮する事項

がございます。それは掘削など伴いますので、周辺の河川環境を大きく損ねるとか影響す

るという場合に、調査しまして必要に応じて動植物の生息生育環境の再生に努めるとかあ

るいは工事をした後、やはり数年間はその状態を見守りながら、この工事がよかったのど

うかとか、修正はないのかどうかとか、そういったことも考えながら進めていくというこ

とです。多自然川づくりといいますが、極めて自然に近いような形で水系、河川全体を将

来的には考えていきたいというふうに思っております。  
 次は要改築構造物です。改築が必要な構造物ということです。これは河川管理施設等構

造令がございまして、河川に造る構造物のルールでございます。昔作った構造物が現在の

構造令に適合しなくなります、橋などのいろんな構造物で洪水の流下に影響を与えると、

考えられるものがあるということです。それらを対応しないといけないという課題があり

まして、目標はそういった既存工作物について対策をするということでございます。  
 これが実施の項目ですが、石手川橋梁が石手川の合流点から少し上流にあります。ここ

に坊ちゃんとマドンナ球場があるところです。その上流側に JR の石手川の橋があります

が、ここが川幅がもともと 80ｍありますが、現在ここに橋脚が出てきてまして、川幅が

30ｍという状況です。これは狭いので上流の方の水の流れが悪くなります。それを今度は

改良して広くしますという計画になっています。これは愛媛県の都市の事業とか、あるい

は JR の事業も関係しますので、調整しながら改築を実施していくということでございま

す。石手川はこれによりまして国の管理区間ではほぼ完成していくということです。  
 続きまして内水です。内水につきましては堤防の排水門等があるところは、洪水のとき

に閉じますが、内側に排水できない水が溜まる場合がございます。重信川の国の区間では
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あまりございませんが、可能性もありますので内水が起きたら必要な対応をするというこ

とでございます。  
 また、今年から配備しています排水ポンプ車がありまして、1 分間に 30 ㎥の排水ができ

るものでございますが、これを機動的に派遣しながら対策を行います。またそういった内

水が起こりやすいところについては情報を市民の方にもお知らせしながら、災害を小さく

するというようなソフト対策を考えていく必要があります。  
 次は大規模地震対策です。東南海・南海地震が非常に懸念されておりますが、これによ

りまして堤防とか排水門とかが壊れますと、その後津波とか、あるいは直後に起こる洪水

等で浸水が考えられる場合があります。検討しまして対策が必要な場合には講じていくと

いうふうに考えております。また、ソフト対策等も一緒に考えていく必要がございます。  
 続きまして河川の維持管理、石手川ダムの維持管理と危機管理体制の 3 つの項目です。

まず河川の項目です。最近、地元のお話も伺いますと、重信川に昔に比べると土砂がたく

さん溜まっている、あるいは樹木とか草が一杯生えてきたと言われます。何とかしないと

いけないんではないかというご意見がございます。  
 これは平成 3 年から 13 年まで川の平均的な高さを横方向に、川の横断方向に測量して、

平均化したものを年度別に比較したものなんですが、この 10 年間の変化でいえば、溜ま

っているところもございますし掘れているところもあるということで、大体安定した状況

です。しかしながら川の中でどういうことが起きているかといいますと、これは堤防と河

川の横断図です。これが川の中の河床の高さです。ここに草が生えてきますと、洪水のと

きに小さな土砂、土を溜め込みましてこれがどんどん高くなってくるという、河床が上昇

してきます。対岸では逆に掘れてくる。深掘れを起こしてくるというようなことです。平

均的にはあまり変わらないんですが、こういった高くなったり低くなったりという二極化

と私どもは言っているんですが、そういった現象が最近起きてきつつございます。  
 また、石手川の合流点から砥部川のあたりでは、砂州が 1 枚、川筋が 1 つというような

水の流れが単列という単列砂州のとこなんですけれども、ここでも片寄った流れが発生し

ています。私どもの先輩方はこれを直角流と言っています。こういう川の流れに対して川

の中の水の流れがこのように曲がって流れます。このように直角に近い形で流れて川岸に

ぶつかって、被災するといった事例が過去たくさんあります。これも昭和 55 年に起きて

いるんですけれども、これもあまり大きな洪水ではなく小さな洪水でこのようなことにな

っていたということです。あるいは砥部川から上流部では複列砂州といいまして川の中の

川筋がたくさんある、網の目のような川です。その場合も水衝部といいまして水当たり部

が毎年のごとく一洪水ごとに変わってきます。そうしますと、変わったところで深掘れが

起こったり、護岸が壊れるといったような災害が起きています。あるいは樹木が生えてい

ますが、それが大きくなりますと流量、流す力が小さくなったりする。いわゆる流下能力

を阻害するといったことが危惧されるということです。  
 続きまして堤防や護岸ですが、自然現象でももちろん壊れますし、車などが入ったり、

人間が入ることによりまして、堤防が壊れたり亀裂を起こしたりします。こういったこと

が原因で結局堤防が壊れる可能性もあります。なお、そういったものを調査するために年

間 2 回除草をやっております。それと排水門ですが、これは機械ですから故障、動作不良
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が起こる可能性がございます。また、川の占用につきましては、もし不法占用等、不法行

為等がありましたら、利用者や水防活動時にも支障がありますので、対応が必要です。ま

たゴミの問題がございます。これは縦方向にゴミの量、横方向に年を書いています。これ

は平成 13 年ですが、13 年のときに急に多くなりまして、以降多い状況が続いています。

これは家電の関係ですが、これによりまして維持費用が増大したり、河川環境が悪くなっ

たり、また洪水時に妨げになったりといろんな問題が発生してきているということです。  
 次は、実施内容です。まず最初にご説明した河道の維持管理につきましては、このよう

に測量をしまして、どのような変化を起こしているかを確認しながら、必要な場合には河

床を掘削したり、整正したり、土砂を管理していきます。そして流木を処理したり、ある

いは護岸等が壊れていたら対応を図るといったことが河道の維持管理になります。  
樹木につきましても、やはり状態を常に監視しながら適切な時期に伐開します。環境の

問題もありますが、治水の観点で必要な場合には伐開するということをとらないといけな

いと考えてます。また木が大きくなる前に幼低木の時期に伐開、除根するということでご

ざいます。  
続きまして、先程の堤防の問題ですが、堤防護岸につきましてもやはり重要水防箇所と

いうふうに、水防上危険な箇所を予め設定してまして、そのようなところを重点的に巡視

したり状況を把握します。堤防の除草は、年に 2 回行います。その上で堤防の亀裂とか変

状とかを見極め必要な場合には対策を行います。  
あるいは排水門も機械ものですから、巡視・点検を行う。今、排水門につきましては地

元の方にお願いして、洪水時あるいは日常の点検を行っていただいていますが、いざとい

うときはやはりバックアップ体制いうことで、遠隔操作ができる施設に改良してきており

ます。  
占用の問題で、許認可事務は適切に管理していきます。河川のゴミの問題につきまして

は、NPO、小・中学校等連携を図りながら、地元の方々で清掃活動を行なっていただいて

おります。このような活動は地域の方のご努力によって続いております。また河川の巡視

につきましても、大きなゴミが落ちている場所を示しながら、重信川のゴミの実態を表す

ゴミマップを作って意識啓発を深めていきたいというふうに考えています。  
次は石手川ダムの管理です。石手川ダムは昭和 48 年から現在まで 35 年間管理していま

すこのグラフは縦軸がダムの堆砂、土が溜まる量です。横軸が年を書いてます。ここの 50
年代のはじめに大量に土砂が、溜まりまして、通常のペースがこの赤い点線なんですが、

通常のペースをはるかにオーバーしたということで、貯砂ダムをダムの上流部に造りまし

て、溜まった土砂を毎年排除してきています。現在まで 20 年間で約 20 万㎥ぐらい排除し

てきています。こういった対策の必要性があります。  
次に流木が流れてきますので対策が必要です。例えば流木につきましては使えるものに

つきましては一般の方に配布したり、炭焼きを行いまして、環境対策とかを行おうという

ような検討をしています。  
管理用の発電所を今年、来年で造りまして、維持管理費の縮減を考えております。  
次は危機管理体制です。危機管理体制につきましては、まず、情報の収集と提供。それ

と防災ステーションが今年の 5 月に概成していますが、その効果的活用。緊急の場合の土
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砂備蓄を行う側帯を整備しております。ポンプ車の活用、光ファイバーの整備。市町で作

られているハザードマップの活用に関する協力、支援。石手川ダムの情報周知の訓練など、

石手川ダムも沿川に最近ビルが建ったり木が大きくなったりして警報の音が聞こえにくい

場所があります。そういったところについては警報設備を新たに整備するということも考

えてます。  
防災ステーションにつきましては、現在ここに車庫を造っていますが、それで事業完了

ですので、今後これを有効的に活用しようということでございます。  
側帯につきましては、このような堤防の横に造る土砂置き場ですが、24 カ所ぐらい、今

20 ぐらいありますけれども、今後も整備していきます。  
光ファイバーで情報網を整備していくということ。  
危機管理体制なんですが、その情報を愛媛県を通じて市町村に周知しています。インタ

ーネットや携帯電話でも一般の方がその日にリアルで見えるような形を徐々に構築してき

ております。重信川は洪水予報河川、石手川は水位周知河川という水防法上で決められた

ルールのもとに洪水予測とか周知を行うということになっておりまして、それに基づいて

確実に実施していくことが必要でございます。  
地震と洪水の対応ですが、河川管理施設等、樋門や堤防が被災したときには、迅速に対

応する必要があります。また、災害対策用機械を四国地方整備局の中に多数、配備してお

りますが、それらを使いまして災害時の対応を行うということです。  
先程も出ましたが、洪水ハザードマップの活用ということと、地域の住民の方々、学校、

企業などが水害に対する考え方を、意識を高めていただいて、自主的な行動が取れるよう

な形、これも市町村さんとの関係でございますが、避難訓練や非難計画等の支援や協力も

行っていくということが必要です。これは松山市、松前町、砥部町、東温市、伊予市のハ

ザードマップで、皆さんのご家庭に多分あると思います。このハザードマップを有効に活

用していくということでございます。  
水防団では、重信川・石手川水防連絡会というのを作ってまして、水防広報の訓練とか、

エキスパートの方々とともに、日頃から訓練をしております。あるいは水害防止体制の構

築ということで、先程のようにいろんな方々が自助、共助、公助という観点で連携・協働

を図っていくというようなことが必要です。  
水質事故は、油や薬品が流れたときに、上水などに影響を及ぼすということで即座に対

応しないといけません。オイルフェンスを張ったりすることが必要です。現在重信川水系

汚濁防止連絡協議会がございまして、そこで連絡調整を図っております。  
現在、緊急復旧資材の備蓄、あるいは放流警報施設の整備、光ファイバーの整備という

ことも必要になっています。  
災害復旧は、とにかく速やかに災害復旧を行うことが必要です。また防災エキスパート

の方々の協力を得るようなこともあります。  
次は利水、正常流量です。利水につきましては、松山市の水道用水は石手川ダムが 5 割、

地下水が 4 割、伏流水が 1 割。松前町、砥部町、東温市では地下水。工業用水も地下水、

伏流水やダムによっています。農業用水も重信川の表流水や泉や面河ダムということにな

っています。  
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石手川ダムですが、このグラフは縦方向に年、横方向に月を書いてますが、赤い棒があ

る期間は渇水の節水を行っている月になっています。最近非常に多いということです。平

成 6 年には 4 カ月の時間給水、最大 19 時間の断水、石手川ダムの底水の利用といったと

ころまで至っております。今年も 6 月から 7 月にその時期における必要な量の最低を記録

したということで 7 月に恵みの雨が降りまして渇水が解消されたという状況です。  
重信川の流量でございますが、昭和の 48 年から平成 15 年までの変化を見ますとだんだ

ん減ってきています。このオレンジの線は年の平水流量と言いまして、年の流量を毎日並

べますと真ん中ぐらいの流量になりますが、それを並べますと、このように減ってきてい

るわけです。同様に低水流量も減ってきて、渇水流量も減ってきています。河川の流量が

相当減ってきているということです。  
次に地下水の状況ですが、泉の分布を赤で示しています。緑色が上水、青色が工業用水

の井戸の分布です。非常に利用が活発ですが、中流観測所の地下水の観測の状況ですが、

やはり昭和 40 年代から下ってきて、今ここの差が大体 50cm ぐらいになりますけど、平均

的にそのぐらい低下してきているということでございます。河川の流量が減ったり、ある

いは地下水の水位が下がったりというと川の中はどうなったのかといいますと、瀬切れは

昔から起きているわけなんですけれども、最近、期間や区間が大きくなってきています。

昔はこの辺に水があったのにというところが今はなくなっている時期が多くなったり、ど

んどん悪くなっている傾向が見受けられます。  
そういった瀬切れの状態や流量、水の利用について、あるいは生物環境についてという

ことで、大体川にどれぐらいの流量があったらいいのかというのを決めるわけですが、こ

れを正常流量といいます。流水の正常な機能の維持ということで正常流量ということにな

っていますが、大体今、出合地点でおおむね 2m3/ｓという量を想定しています。基本方針

で決められています。利水の現況とか動植物、水質などを考慮して決めております。  
 ここで正常流量というのを少しご説明させていただきますと、動植物や漁業、景観でど

のぐらいあったらいいか、水質の保全をするためにはどれぐらいが必要かと。他にも川に

よりますが船が運航される水量、あるいは塩害が起こらない流量、河口が閉塞されない流

量といろいろございますが、こういったことを総合的にどれぐらいの流量があったらいい

かという流量に、農業用水、水道用水、工業用水でいくら使うかなということを足し合わ

せますと正常流量になります。ただ、重信川ではその正常流量が出合から下流しか想定さ

れていませんので、それ以外の区間はまだ検討中です。それらについて必要な調査を今後

進めていくということが目標になります。内容的には動植物の生息、生育に必要な流量、

環境との関係、あるいは表流水や伏流水の関係などを解明していかないといけないという

ことでございます。  
他に河川水の適正な利用としまして、やはり渇水時に情報連絡とか関係機関との調整と

いうことで水利用の調整。あるいは地下水、河川水の適正な利用ということで、健全な水

循環を関係機関とともに構築していくということが必要になっております。  
渇水調整では石手川渇水調整協議会という場を通じまして渇水調整を行っている状況で

ございます。  
続きまして、水質です。水質の環境基準の類型指定というのがございまして、AA、A、
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B、C とありますが、AA が一番きれいな基準で、BOD という指標で、AA は 1 mg/l、A は

2 mg/l、B が 3mg/l、C が 5mg/ｌになるというふうに見ます。重信川では河口から中川原、

砥部川までは A 類型で 2mg/ｌです。上流は AA で 1mg/l です。石手川は少し汚いのです

が、C で 5mg/ｌです。その上流は A です。その達成状況ですが、基準がこの A 類型で 2mg/l
のピンクの線ですね。これを見ますと河口大橋、出合橋、中川原橋がほぼ超えております。

しかし最近改善傾向にはあります。上流部、砥部川から上流部、重信橋、拝志大橋、大畑

橋あたりでは、拝志のところで少し越えているんですが、大体満足している状況です。  
石手川は、市坪橋のところが非常に悪いということで、17 年連続、四国での国の管理河

川でも悪いという状況ですが、その他は満足しています。石手川の上流につきましても大

体満足していますし、ここに青い線がございます。これは石手川ダムなんですが、ダムも

満足しているという状況です。  
そのダムですが、アオコや赤潮が最近よく発生してきておりまして、特に昨年の平成 18

年にはアオコのプランクトンの数を数えていますと今までで一番多かったということで、

最悪の状態でございました。秋になりますとさっと消えましたけれども、これにつきまし

ては水道水の取水のための選択取水設備がありまして、かなり深いところから取水してい

るので下流への影響はありませんでしたが、環境上、景観上悪いという状況が発生しまし

た。  
その水質の保全の目標ですが、やはり環境基準を守っていくべく、下水道とか他の事業

石手川ダムにつきましてもやはり閉鎖性の水域ですから、上流からの負荷、汚れ分がなる

べく入ってこないように地域とともに努力していくということが必要です。  
水質に関しましては、流入する支川についての多自然化などの工事によって水質の浄化

が図られればということと、地域、家庭での浄化取り組み、そして石手川では石手川ダム

水質保全協議会というのがございますが、協議会の中で水質保全対策が進められるよう考

えていくということもございます。  
続きまして 3 つ目の項目は河川環境です。動植物と景観と空間ということになります。 
まず、動植物です。皆さんのお手元の資料に資料 4 というのがございまして、私どもが

素案で公表したのが 2006 年までのレッドデータブックとかレッドリストからまとめを行

っています。その後 2007 年のレッドリストのまとめを行っているものを別紙でお付けし

ています。  
環境では流域を大きく 4 つの区分に分けています。表川から上流地点を上流区間といい

ますが、非常に環境上豊かな場所です。表川から下流の石手川までの合流点までですが、

ここは瀬切れの発生区間が拡大している、期間が長期化しているような問題や、泉とか湧

水群、湿地環境が少なくなって、良好な河川環境が減少してきています。あるいは水と緑

のネットワークが分断されてきているといった問題がございます。下流域につきましては、

干潟、ヨシ原が減少してきていて、外来種が入ってきているという問題がございます。石

手川ダムの区間ですが、ここも同様に外来種が非常に多くなっている状況です。ダムの中

にもバスなどの外来種が入ってきているということです。  
目標につきましては、1 つは現状でも重信川の川沿いに非常に豊かな自然がまだ残され

ております。これらを保全していくという目的と、もう 1 つは川沿いの水と緑のネットワ
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ークが壊れつつあるということを踏まえて、ネットワークの再生をしていこうということ

です。瀬や淵、霞堤とか河畔林とか外来種などがキーワードになってきます。重信川の下

流域ではヨシ原の保全とか、石手川では外来種。石手川ダム湖の保全とか外来種の対策と

いうことになります。  
今行っている事業ですが、松原泉自然再生事業を森松で実施しておりまして、昭和 30

年代に河川の工事で泉がなくなりまして、その泉を再生しようということで上流に泉を掘

って、このような水路を造りまして、復活させようということです。ほぼでき上ってまし

て、今後地元の方々、あるいは大学、行政、NPO の方々、などでこれから将来に向けてさ

らに泉を管理していこうということになります。これが泉と小川です。これは去年記念植

樹を行った風景です。その対岸に砥部町と松山市の境に広瀬霞というのがございますが、

霞の環境は昔は非常によかったんですが、今は非常に悪くなったということで、ここの湿

地環境を取り戻そうと現在工事を実施しているところです。  
このような事業を展開していいますが、今後は霞の中の環境の再生、ネットワークの確

保、ヨシ原、あるいは河畔林などによる緑のネットワークの確保というものを考えていく

ということでございます。  
河畔林につきましては、先程の堤防の土砂を備蓄する側帯がございますが、これは水防

の木などを植えながら、適度に河畔林としても使えるということですから、バランスを考

慮しながら可能な限り植林を図っていきたいということです。  
河口につきましてはヨシ原の保全・再生ということが考えられます。ヨシ原が減ってき

ているということですが、いろいろ研究しながら復活・再生を考えていくということです。

あるいは干潟につきましては、干潟を造ることはなかなか難しいので、とにかく保全して

いこうという観点です。川縁が川の流れによって崖になっているようなところがあって、

生物の移動によくないようなところについては、川の流れでもって自然な状態に戻るよう

なことも研究していきたいと考えています。  
次が河川景観です。上流は渓谷美の景観風景がございます。中流になりますと河畔林、

あるいは礫河原がキーワードになりまして、河畔林が昔に比べると相当減ってきていると

いう状況がこの図の赤と青の比較でわかります。  
河口域になりますと、砂州、干潟の景観ですが、ヨシ原減少といういことが言われてお

ります。石手川につきましても、都市景観の中での水辺空間、緑地空間として潤いのある

環境ということがキーポイントと、場所によっては瀬切れが起こっている区間がございま

す。  
河川景観の目標は、治水、利水、環境の総合的な中から、干潟やヨシ原、礫河原、河畔

林など重信川らしい景観を保全・再生するということが目標になります。  
景観の維持・形成につきましては、礫河原、ヨシ原、都市景観、あるいは下流でいきま

すと樹林景観といったことについてになります。  
続きましては空間の利用です。上流ではアマゴ釣り、キャンプ、レクリエーションが主

な利用です。中流になりますと公園などの多くの施設がございまして、活動の場、憩いの

場ということと、環境学習に使ってほしいということが最近の要望でもございますし、現

在でも取組んでございます。下流に行きますと、出合のいも炊きなどございますし、河口
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のバードウォッチング、散策などに利用されております。  
石手川ではやはり都市の近くということ。石手川ダムでは石手川ダム水源地域ビジョン

を平成 17 年に作っておりまして、これに基づきまして、今地域づくり部会と環境づくり

部会を地域の方々や関係機関の方々と、子どもたちにも参加していただきながら、自然観

察会や留学生の森の整備などを昨年から進めております。  
空間の目標としましては、やはり利用が適正に行われるよう図るということと、地域と

川と共生関係の構築ということを念頭に努めていくということです。  
空間の利用に続きまして、最近特に環境の学習、学校の総合学習などいろんな形で取組

んでおりますので、このような場も整備しながら進めていくということになります。  
最後に地域と一体となった管理ということでございます。まず、地域住民の方々と協力

しながら河川管理を行っていくということが 1 つ挙げられます。地域の方々と情報交換を

しながら、住民参加型の河川管理に入っていくということです。それと川に親しんでいた

だくこと。川から離れてきた、遠くなってきたと言われています。川に入らなくなったと

いうご意見も多数いただいておりますが、子どものときから川に入って、水辺の生き物調

査、あるいは総合学習とか、いろんな観点で川で勉強していただくということも積極的に

進める。あるいはダムにつきましてもこれは、子供たちとダムの堤体内のトンネルの中を

歩いている風景ですが、このようなことでダムへのご理解をいただきながら、またダムは

非常にオシドリなども多く飛来してきており、良い環境でございますから、自然観察会を

通じて環境、愛護といった精神を育てていければということでございます。  
最後になりますが今後に向けてということで、地域住民、関係機関との連携、協働に一

層取組むということになりまして、例えば「重信川の自然をはぐくむ会」は、学校の先生

や住民の方、NPO の方、いろんな方々が参加して環境について、議論して事業にも参加し

ていただいたりしながら、進めております。協働型の参加です。あるいは重信川エコリー

ダーの方々は大学生のサークル活動ですが、掃除をしていただいたり、子どもの学習教育

の観点で活躍をされているという状況です。  
続きまして情報発信ですが、国土交通省には測量のデータ、水利、流量のデータなどが

過去から保有しております。そういった貴重なデータを情報発信しながら、大学、行政機

関等に効率的に発信しながら利用していただいたり、そのような体制も進めていく必要が

あます。そして IT 技術ですが、例えば夜中に浸水が起こったら、どこが浸かっているか

わからないとか、あるいは住民の避難状況がなかなかわからないとかいうこともございま

すが、最近の IT 技術でリアルタイムの情報収集ができるように考えていくなど進めてい

く必要があります。  
最後に重信川の問題ですが、局所的な深掘れ、あるいは伏流水や瀬切れの問題、こうい

った問題はなかなかすぐには解決できませんが、教育、研究機関とも連携しながら、今後

とも調査研究を継続していくということが必要であるということでございます。以上でご

説明を終わらせていただきます。  
 
○司会  
 ただ今議事の 3 番までが終わったところですが、4 番目の議事に入ります前に、ここで
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一旦休憩を取らせていただきたいと思います。現在の時刻ですが、皆さんの右前方にあり

ます時計で現在 19 時 40 分でございますけれども、19 時 45 分からの再開とさせていただ

きますので、よろしくお願いいたします。それでは休憩に入らせていただきます。  
 
4）重信川水系河川計画【素案】についての質問と意見 

 

○司会 

 それでは開始時刻になりましたので、再開させていただきます。ここからは皆様よりご

質問、ご意見をいただきたいと思っております。 

 ご質問、ご意見をいただくに際しましてお願いがございます。まず、発言される前には

挙手をお願いいたします。そうしましたら、司会の私からご指名をさせていただきまして、

係の者がマイクをお持ちいたします。マイクがお手元に届きましたら、町名までで結構で

すのでご住所とお名前をおっしゃっていただいてからご発言をお願いいたします。発言は

議事録を作成するため録音しますので、必ずマイクを通してのご発言をお願いいたします。 

 以上、円滑な議事進行のためにご協力いただきますよう、よろしくお願いいたします。

それではご質問、ご意見をお受けいたしたいと思います。ご意見、ご質問があります方は

挙手をお願いいたします。どなたかご意見、ご質問、ございましたら、挙手をお願いいた

します。はい、じゃあすみません、マイクを。 

 

○地域住民 Ａさん 

 私は久保田町の○○と言うんですけど、家が出合の橋の近くなんでよく犬を連れて散歩

に行ったりしまして、それで川に関心もありましたんでぜひ出てみたいなと。今日会合が

あるというのを土居田の国交省で素案の資料をもらいに行ったらたまたま今日の会合が目

に入ったんで、これはいいなということで参加させてもらったんですけど、今日は来てみ

てびっくりしたのは人の少なさで。「えっ」と思って入るのをためらわれたんですけれどね。

もっと事前に、松山の人だったらもっと関心を持っているはずなんですよ。平成 6 年度の

渇水とか、実際にこれが、この会場のこれが松山市民の姿とは私は信じれんのですけど、

情報のどうのこうという話があったんですけど、こういう流域住民の意見を聴く会という

のがどういう周知をされたのか、たまたま私は土居田の方行きまして目についたから参加

させてもらったということなんですけど、川に対する関心、これが本当に松山市民の姿か

どうかお聞きしたいんですけど、どういう周知をなされているか。それと私は 15 日の時に

はたまたま九州の方に行っていましたので、直前にちょっと有識者会議ですかね、やって

たんですけど、よう出んかったんですけど、あれに出たかったんで、私の知ったメンバー

に流したんですけど、15 日の会合ですかね。今回はあったんでたまたま参加させてもらっ

たんですけど、そういうことをちょっとお聞きしたいんですけど。 

 

○司会 

 わかりました。周知方法等について事務局の方からお願いします。 
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○事務局 

 今回の情報の周知につきましては、この会議があること自体は最初はお手元のパンフレ

ットを新聞に折り込みご説明していたのですが、日程が入ってなかったので、日程につい

ては記者発表をさせていただきまして、あるいは新聞広告に入れさせていただいてます。

その後ラジオ放送で流させていただいてます。また市町の役場の方にこういった素案を置

いておりますので、そちらの方には掲示しています。私どもの広報が十分に至らなかった

ということで、もう少し参加いただければ本当にありがたいと思います。今回は周知の限

界があって、申しわけございません。今後また修正素案もございますので、いろいろと気

をつけながら進めていきたいと考えてます。貴重なご意見、ありがとうございました。 

 

○司会 

 よろしいでしょうか。はい。 

 

○地域住民 Ａさん 

 ありがとうございます。 

 

○司会 

 他にどなたかご意見、ございませんでしょうか。 

 

○地域住民 Ａさん 

 それじゃあ川の方の質問をさせていただきます。瀬切れ、私は昭和 37 年にこちらに来ま

したんですけど、その時の重信川はもっと水があったように感じるんですよ。それでいろ

いろ聞くけど、いやあこんなもんだったと、いろいろ意見はあるんですけど、私もこの 6

年ほど川に関心を持ちまして重信川なんかの資料を調べるんですけど、除ケの堰堤ですか

ね、菖蒲堰の上の。あれの戦前の白黒の写真だったんですけれども非常に深いんですよ、

下が。こちらの今の説明なんかでもある程度掘るけど、昔みたいに掘削、聞いた話昔は瀬

堀とかをやっていたみたいなんですけど、そういうふうに河床を下げると、もっと。私は

川に対しては水が流れているのが川だと思っているので、今の説明にありました礫のきれ

いなとかそういう感覚を受け取ったらいいんじゃないかという話があったんですが、川に

水がもっと欲しいというのが私の希望なんですけど、今掘るのをどれぐらいのを考えられ

ておるのか。例えば除ケの堰堤、昔みたいに下げたらもっと水が流れると。それで最初の

冒頭の 3 つほどあったんですけど、こちらの理念が。それに渇水に強い川というのが私の

イメージに来んのですけど、平成 6 年の渇水を経験してますから、水が欲しいと。そうい

う渇水に対する強い川、その辺が繋がらんのですけど。渇水に強い対策とか、そういうこ

とを話を聞いて今質問いたします。以上ですけど。 

 

○司会 

 はい、ありがとうございます。渇水に強い対策についてどう考えているかということで

事務局の方、よろしくお願いします。 
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○事務局 

 調査一課長の平木と申します。よろしくお願いいたします。1 点目の瀬切れに関しての

ご質問でございますけども、これに関しましては先程も説明の中に出てまいりましたが、

最近、川の流量が年々減少傾向にあると。それともう 1 つ地下水のグラフもお示しさせて

いただきましたけれども、それも年々ちょっとずつ低下傾向にあると。そういった傾向が

見られております。これについては何が原因しているのかなということなんですが、今の

ところ私どもも推測の域は出てはおらないんですが、まず 1 点目は山地部の針葉樹が増え

て広葉樹林が減少したとかという意見もありますが、また、最近都市化が進んでまちの中

が舗装が進むということで、洪水時に一気に水が出て、普段じわじわ出てくる水が少なく

なってきておるということが一番大きいと思います。それとか人口が増えるに従って下水

道の整備も進んでおると思うんですが、この下水道が進むと、昔は家庭から川の方へその

まま垂れ流し、ちょっと言葉が悪いんですけども、こういったことがあったわけなんです

けれども、下水道が整備されると、川に戻らずにそのまま下水処理場から海の方へ出てし

まうと。それともう 1 つ、地下水の利用ですね。人口増加に伴って利水上の要請から地下

水の量も増えておると。そういった諸々の要因が重なって、重信川に出てくる水が徐々に

徐々に少なくなってきております。ということで瀬切れも、重信川は昔、扇状地河川とい

うことで昔から瀬切れはあったというふうに聞いておるんですけれども、そういった川に

出てくる水が少なくなってきたということで、最近瀬切れの区間が延びたり、瀬切れの期

間が延びたりと、そういったことが課題になってきています。 

 ご質問で、やはり川は川なりに水が流れておったらいいんじゃないかということは、当

然私どももそう思うんですけども、その案として河床をちょっと下げてみたらいかがとい

うご意見だったと思うんですが、今のところ河床を触るという計画は今のところ持っては

ございません。と言うのは周辺に地下水の利用もあるということで、河床をいきなり下げ

てしまうと、周辺の地下水への影響もあるということが 1 つありますし、川の自然の営力

と言いますか、河床を下げたら下げたところで川が維持できるかというと、またこれも難

しいところがございまして、また元に戻るような力も川は持ってます。ということででき

る限り川底は触りたくないというふうな考えを今のところ持っております。そしたらどう

したらいいかということで、昔、重信川の川沿いには霞堤とか泉とかいうのが特徴的に存

在するんですけれども、霞堤というのは昔は湿地的な環境だったわけなんですね。それと

泉というのは泉から小川になって、その小川は重信川の本川とつながるということで、そ

ういった環境というのは生物にとってすごくいい環境だったわけなんです。重信川が洪水

の時には泉とか霞堤に逃げ込むし、今言われている瀬切れのときには上流に行けなくなる

ということで、そういった湿地環境とか泉の方に一時避難すると。そういった環境があっ

たわけなんですけれども、そういったものが失われつつあるということを踏まえて、そう

いうものを取り戻そうという自然再生事業というのを今、取り組んでいます。これも説明

の中にあったと思うんですけど、33 号線森松付近で松原泉の再生事業ということで、失わ

れた泉を再生して、小川を再生して、本川とつなげると。そういった再生の事業をやって

いますし、その対岸側では広瀬霞の湿地環境、昔の環境を再現しようというふうな取り組
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みもやっております。ということで水と緑のネットワークを、動植物の移動経路を何とか

確保してやろうというふうな取り組みはこれからも継続して進めていこうと考えておりま

す。 

 もう 1 点、渇水に強い川づくりというのとどのようなつながりがあるかということです

よね。今年も夏場は石手川ダムが貯水が低下しまして、渇水調整を行ったわけなんですけ

れども、この渇水に強い川づくりというのは国交省としては現有する石手川ダムの温存と

言いますか、渇水時にダムの水を有効利用するために、関係する利水者さんと調整しなが

ら水を節約していこうという取り組みを渇水時にはしてます。あと健全な水収支と言いま

して、人間生活と環境の面でバランスのとれて、流域内の水収支をどのようにしていこう

かということに関しましては、今後調査研究を進めさせていただきまして、国交省だけで

はなくて、関係する機関と連携しながらこれから調査研究を進めていきたいというふうに

考えております。以上ですけれども、よろしいでしょうか。 

 

○事務局 

 同じような内容なんですけれども補足です。水が川の中で減っているというのは事実で、

山の状態とか都市部の状態が非常にこの 30 年間で変わってきてます。山にも林道が昔はあ

ったと思います。山もどんどん開発していた頃は林道を造って、それは舗装も何もしてな

いような林道だったと思います。それが今はどこの林道を走ってもきっちり舗装されてい

て、Ｌ型の水路ができていまして、そこに水が一挙に流れ込んで、その水路を伝わって下

流にあっという間に流れてしまうということで、せっかく雨が降っても山に溜まらないよ

うな形が出てきているような、そんな気がします。それを具体的な数値で表したものはご

ざいませんけども、あるいは都市部でも全面舗装になって田んぼが減ってきています。家

が増えると屋根から水が落ちてアスファルトに流れて下水に流れてさっと行ってしまうと

いうふうに、水の流れる時間が非常に短くなっているということで、そういうのも一因に

なって減ってきている。あるいは先程言いましたように取水も増えているということで、

かなり変わってきています。ただ、川を下げるとなると、下げたら下げただけさっと海に

流れてしまうんですね。今使っている地下水とか、いろんな泉から出ている水が、川を掘

り下げることでさっと海に流れて行くようなことがあると、全体の水収支が崩れてくると

いうこともありまして、そのあたりを今、大学の方とも話をしながらいろいろと研究して

います。瀬切れの問題は、瀬切れだけではなくて川にいかにして水を戻すか、あるいはそ

の水を戻したことによって生物がどう変わるか。現状でも瀬切れの状態で生物ってどんな

形で生きているんだろうと。実は平成 6 年の大渇水があったときに航空写真を撮っている

ところがありまして、その写真を見ると石手川、重信川全て瀬切れを起こしています、上

流から下流まで。しかし、しばらくすると魚が生息します。それは、砥部川に入っていた

り、かきつばたからの水路に入っていたり、そういった機能が重信川である程度確保され

ているんで、生物が絶滅に至らないというようなこともあるんじゃないかということも先

生方から聞いたことがあります。非常に難しい問題で、全国瀬切れの河川がありますけれ

ども、どこも同じような悩みで研究をこれからしていこうということになっております。

先程今後の方針ということでそのあたり少しご説明させていただきました。 
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渇水の問題ですが、松山の人口がどんどん増えていく中で、水資源というのは、石手川

ダムの水は当初から決められた人口に対して決められた量が行っているわけです。決して

たくさんの人間がそれを飲み出したから減ったというわけではないんですが、ただ増えた

分の人口は違う方法で、地下水とか。いろんな方法で取水を増強してきていますので、こ

の 50 万都市何とか今少ないながらも節水しながらも何とか保っているということで、この

ぎりぎりの状態を、それを少しでも緩和する、ある水を長く使うということで、渇水調整

を関係機関、松山市とか農業用水とかあるいは間接的には四国電力にも入っていただいて、

水の利用についていろんなことに影響も考慮しながら渇水調整を行っています。そこが今

の限度で、ただこれからはそのようなことも今までの経験も踏まえてさらに研究をしてい

くということを考えているという状況でございます。 

 

○司会 

 はい。すみません、じゃ。 

 

○地域住民 Ｂさん 

 松山市東垣生町からまいりました○○と申します。ただ今お話の中にありました動植物

の維持ということと水の関係なんですね。これは魚云々、植物云々といっても、水がなけ

れば生活できないものばっかりだと思います。そういったことで先程お話がありましたよ

うに、渇水のときにどうにか松山の場合は台風で助けられたのではないかなと思っていま

す。ですから、それで台風がなければ、もっともっと深刻な状態でなかったかと思います。

地球温暖化とともに、どういう天候かも将来予測できないような状態で、今後台風が来な

かったときにはどうなるのか、今年のように台風がなかったときにはもっと深刻な状態に

なるんじゃないかと思っています。それで、先程ちょっと触れられましたけど、山の状態

が大変悪くなっていると。確かにそうなんです。私も数年前から竹林の伐採と植樹という

ことで、そういったことを微力ですがボランティアでやらせていただいておるんですが、

どれほどのことも私らの力ではできません。そんなことで、降った雨を山にいかに持たせ

るか、保水をさせるかということは河川の維持ということだけでなくて、河川を維持する

ための、水を確保するための問題も関係してくるんじゃないかと思います。ですから河川

の維持イコールやはり水をいかに流すかと、貯めておいて川へ注いでいくかということが

今後 20 年、30 年先には大事な問題になってくるんじゃないかと思うんですよ。だから地

球温暖化とともに洪水も懸念されてるんです。でも渇水も懸念されるんで。そこのところ

を、ただ川の維持ということでそのことだけで水を流さないといかんというのではなく、

もっと広い意味で対策を練っていく必要がこの際あるんじゃないかと考えるんですが、い

かがでしょうか。以上です。 

 

○司会 

 ありがとうございます。河川の維持への対策ということですみませんが事務局の方、お

願いいたします。 
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○事務局 

 河川の維持というものは、先程ご説明の中で、河川の流水の正常な機能の維持というこ

とで触れさせていただいてますけど、それはやはり生物とか漁業とか、あるいは地下水と

かあるいは水質ですね。水量が減ってきたら、同じような負荷が入ってきたら水質が悪く

なりますから、同じような水があったら水が多い方がきれいなわけですから。いろんな観

点で正常流量を他の川では決めています。それが瀬切れということになりますと、瀬切れ

河川というのは川が表流に流れなくて伏流してしまう河川という特徴のある河川なんです

が、この河川についていわゆる正常流量をきっちりと研究して、この川にはこのぐらい必

要ですよと言い切れるところまでまだ研究が進んでいないというのが現状です。おっしゃ

る通り私どももその正常流量が例えば 2 ㎥/s 例えば 3 ㎥/s、その量が確かに必要であれば

確保したいんですが、では、どこに確保するかというのがありまして、いろんな方法があ

るんですが、一番昔からやられているのは溜池造ったり、ダム造ったりということで水を

貯めておくという手段。長期的には山の保水能力を高める。あるいは平野部の保水能力を

高めるというようなこと。長期間的に努力していけばそういう状態にいつかは帰るかもわ

かりませんが、これも一足飛びにできる問題でもないということで、重信川は今、そうい

う問題を抱えております。正常流量について伏流水と表流水の関係、瀬切れの関係、それ

が生物に及ぼす関係というのをきちんと研究していくということが今回の整備計画の目標

と実施になっています。一足飛びにそういう対策を立てたらどうかというというご意見も

多数あるんですけれども、それにつきましても基礎的なことを 1 つ 1 つ積み重ねながら研

究していかないと、何をやったらうまくいくかというところもわからないですね。そのこ

とをやったがために逆のマイナスの影響が出てくるということもございます。そのような

時期に今、重信川はあります。ただ、例えばアユですが、アユが瀬切れで上まで上ってな

いかというと、これは遺伝子の調査でわかったんですが、4 月期は少し水があります。そ

ういう時期にアユを漁組の方が放流されますと、一気に上流まで上がっていっているとい

うことが遺伝子の調査でわかっています。ある一定の時期にある量があったら、結構生物

は動いているんだなということも言えます。一方でイシドジョウなどの生物はもともと石

の中にいるということで、少し渇水になって水が多少なくても石の中で生きているとかと

いう細かな生態系もあるようです。そのようなことが大学でも研究されていますので、い

ろんな観点で研究をしていくということが今大事になっているというのが現状でございま

す。 

地球環境につきましてご質問がございましたけれども、先程のグラフを見ていただきま

したけれども、地球環境の関係では、温暖化の関係では洪水が大きくなって渇水が大きく

なるというようなことが言われておりますので、今後大きな洪水が来る可能性も強いし、

あるいは渇水も大きな渇水がくる可能性もあります。松山で平成 6 年に大渇水になりまし

たが原因はやはり梅雨と台風というセットが来なかったら、大きな痛手を受けます。今年

はたまたま台風が来た。平成 17 年も 7 月に豪雨があったということで、実は助かっている

んですが、その裏には大きな危険があったということは市民の皆さんにもよく知っていた

だければと考えております。以上です。 
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○司会 

 よろしいでしょうか。はい。では、他にご質問のある方がおいでになりましたらお願い

いたします。せっかくの機会ですので、ご感想でも構いませんので、ありましたらお願い

いたします。は、じゃあお願いします。 

 

○地域住民 Ｃさん 

 市内の松前町から来ました○○と言います。先日市内のハザードマップを見る機会があ

ったんですけれども、先程洪水の想定範囲というのを見せていただいたんですが、この河

川整備計画の中で今後洪水の想定範囲というのはどのように変わるかというのをお聞きし

たいんですけれども。 

 

○司会 

 はい、ありがとうございます。河川整備計画の中で洪水の想定範囲がどう変わるかにつ

きまして、すみませんが事務局の方お願いいたします。 

 

○事務局 

 今回の河川整備計画につきましては、長期的な計画として出合地点で 3,000m3/s という

大きな洪水に対応する計画に対して、今回の整備計画というのは段階的な整備をやってい

きましょうということで、1 ランク落とした 2,500m3/s、戦後最大の洪水、平成 13 年の 6

月洪水と同規模の洪水を安全に流してやろうということで整備を進めていきたいというふ

うに考えております。それで、堤防の流下能力と言いますか、堤防が洪水を流すことがで

きる量なんですけども、今大体全川的に重信川の下流から上流までに向けて大体全川的に

2,500m3/s は流れるようなことになっています。どこが流れないかと言いますと、霞堤で

開口部になっているところなんです。そういったところは重信川の洪水で水位が上がると、

その洪水が霞堤のとこから入り込んで逆流して溢れると、そのようなことが生じるわけな

んですが、そのようなところについては今回整備計画の中でも締め切っていこうというこ

とで、具体的には井門の霞堤については締め切り案を示しております。もう 1 点、石手川

については JR 橋のところで相当狭窄になっておるんですけれども、それについては関係す

る JR さんとか県の事業と連携しまして、橋梁の改築を行うとともに河道の断面を拡幅しよ

うということを今回の整備計画の中でも入れております。この 2 点を今回整備することで、

概ね 2,500m3/s については洪水を安全に流すことはできるようになるということになりま

す。ご質問のハザードマップなんですけれども、ハザードマップに示しております浸水の

想定範囲といいますのは、長期的な洪水、出合地点で 3,000 ㎥/s の洪水、概ね 150 年に 1

回ぐらいの確率で起きるような規模の洪水を対象に、もし重信川の堤防が切れた場合にど

のような浸水範囲になるかというのをお示ししておるわけなんですけれども、今回の河川

整備計画は 2,500 ㎥/s 対応ということで、結びつけるのが難しいところがあるんですけれ

ども、確実に堤防が強くなっていって、浸水範囲が減少していくということは言えると思

うんですけれども、具体的にはお示しすることは、今この時点では難しいんですけれども。 
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○事務局 

 ハザードマップ自身は、先程言いましたように大きな洪水を考えて、ある区間区間毎に

堤防が決壊したと仮定し、決壊したらどうなるかということをそれぞれ計算した結果をオ

ーバーラップして、最大包絡しているわけです。だからかなり遠くまで浸水するようにな

りますけれども、例えばここが切れたらこのあたりが浸水するけど全部が浸水するわけで

はありませんので、全て合計した形で書いています。ただ、今回の整備計画で重要なポイ

ントが局所的な深掘れ対策を行うということで、堤防が決壊にいたるというところを未然

に防ぎたいという目標がございますから、それによりまして本来ハザードマップがあるエ

リアが、本当は小さくなればいいんですけれども、これがどこが切れるかわからないんで、

マップエリア的には変わりませんが、意味を持たせている安全性は上がってくるというこ

とでございます。ただ、それがためにこの部分だけ少しなくなるよという変化はございま

せん。以上です。 

 

○地域住民 Ｃさん 

 よくわかりました。そこら辺のところを整備計画の案ができるところに反映して、もう

少しわかりやすい記述にしていただければ計画の目的がわかると思いますので、よろしく

お願いいたします。 

 

○事務局 はい。貴重な意見をありがとうございます。 

 

○司会 ありがとうございました。他にご意見、ご質問等ありましたらよろしくお願いい

たします。はい、じゃあすみません、お願いします。 

 

○地域住民 Ｄさん 

 伊予郡松前町の○○と言います。皆さんご苦労様です。私は渇水じゃなくて洪水の方に

重きをおき、諺に「蟻の一穴土手とも壊す」、小さな穴でも一気に、この方が被害が甚大で

す。渇水の場合は何度か来ましたが皆の知恵で今まで乗り切ってきました。この雨だけは

防ぎようがないんです。どっと来るか、どっと来ないか、全然降らないか、これ神様にお

願いするしかないといった状況で、渇水の場合は皆で知恵を出せばなんとかなるという、

私はそういう考えでおります。たまたま私どもは農地 90ha、栴檀投という取水の門をいた

だいております。この樋門を管理するのに、今あれやこれやと行政も交えて知恵を出して

おる段階でございます。小さなところではございますが、協力の程よろしくお願いいたし

ます。以上でございます。 

 

○事務局 

 栴檀投樋門につきましては河川管理施設ではなく、許可されている構造物でございまし

て、松前町と話し合いながらいろいろな形で今後考えていくということになると思います

ので、よろしくお願いいたします。 
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○司会 

 はい、ありがとうございました。他に、せっかくの機会ですので、ご質問、ご意見等が

ありましたらお願いいたします。 

 

○地域住民 Ａさん 

 多自然型工法と出ていたんですけど、重信川で多自然型を見るのは坊ちゃんスタジアム

の前の、あるいはワンド工、今はもう流されておる感じで、他にどういうとこがあるんで

すかね。堤防の、今までやられたところと今後やられる多自然型の工法、どういう工法で

やられるのか、どういう箇所で、具体的に。 

 

○司会 

 事務局の方、多自然型工法の実施箇所等についてお願いいたします。 

 

○事務局 

 多自然型工法につきましては平成のはじめ頃から近自然工法ということでドイツから五

十崎町の小田川の川づくりのときに、初めてこういうことをやりましょうということにな

りまして、以降建設省では多自然型川づくり、多自然型工法ということでそこにある自然

を調査しながら、その自然が息つくように、影響を与えないようにする工法でいろんなと

ころで対応をしてきております。基本は多自然型川づくりということで実施しておりまし

た。昨年から言い方が変わりまして多自然川づくりということで型が除かれました。型と

いうのは個別の箇所でここの護岸を造るからこの護岸を多自然でやりましょうとかいうこ

とで実施していたんですから、今はもう水系全体を見て、自然のバランスがいいようなこ

とを考慮しながら、適所で工事をやる際には気をつけて回復工事もやったり、あるいは自

然に馴染むような工事もやったりということでこれからは進めていくということになって

います。先程ご紹介しました局所的な深掘れ箇所とか、漏水の堤防箇所とかいうところは

もちろん自然に考慮した形で実施します。松原泉とか広瀬霞は今実施していますが、そこ

の工事ももちろん川に水を流す場合に、表は素堀りの状態でトンボやチョウやいろんな生

物が上がりやすいようにということで検討していますし、広瀬霞につきましても空隙の多

い石積みを使いましてなるべくヘビやトカゲも石室の中に入っていけるしといったいろん

な観点で研究者とも協議しながら、あるいは地元の意見も聞きながら進めているというと

ころが実態です。その前に環境調査ということが非常に重要でして、先日も学識の先生方

のご意見がありまして、レッドデータという貴重種ばかりでなく、いろんな一般種も含め

て生物の構造ができ上がっているわけですから、そういったことも考慮しながら考えてい

きなさいという話がございました。確かにその通りで、今後の工事におきましても生態系

を十分に研究してから設計をするということを基本に考えていきたいと思います。事例的

に言えば出合のところの左岸側に淵、ワンドがありまして、最近多少外来種もたくさん入

ってきているんですが、そこにはヤリタナゴなど貴重な生物が生息できる環境があります

し、多自然型工事でも成功している事例もあります。景観のための工事をやっているんじ

ゃないかなというような工事もありまして、多自然型川づくりの時代には、いろいろ反省
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点があったという時代もございますので、そういったことも勉強しながらやっているのが

今の状態でございます。 

 

○地域住民 Ａさん 

 ちょっと言い忘れたんですが、久保田町の○○です。今の多自然の方に関連してもう 1

つ、坊ちゃんスタジアムのとこも今確か前に比べたらきれいになっています。この 2、3

年比べたら。ただちょっと下の方の出合の方はまだアユが遡上するという段階にはいって

ないと私は思うんです。ただ、新聞を見るとアユ解禁とか書いてあるから、出合のとこ。

そうかなと思って見ながら、それにしては水が汚いなと思って。その環境ですね。それと

もう 1 つ、松原泉の話が出たんですけど、あれももう少し上に一番泉というのがあるんで

すよ。あれも見ると逆に一番泉の方が水が少なくなっているんですよ。それから松原泉の

方もどう言いますか、できたけど親しむというか人、子どもが寄ってないなという気がす

るし、私。坊ちゃんスタジアムの方も子どもが親しむという感じまでいってない気がする

んです。子どもが夏だったら、昔のイメージだったら子どもが遊んでいるんですけど、そ

こまでいってないんで、もう少しその辺を何とか子どもの遊べるような場所にしてもらっ

たらという希望ですね。以上です。 

 

○事務局 

 重信川の歩道橋のところで石手川が合流した後じゃなくて合流する前についてです。石

手川が合流すると小野川の水というのがメインになってきてまして、結構まだ汚いです。

先程市坪の水質が連続して国の管理河川の中で四国では一番汚いということだったんです

が、石手川の水が結構きれいなようで水質的にはあまりよくないですね。出合にそれが入

っていきますので、出合地点でも環境基準ぎりぎりを守っているんですけれども決してい

いというものではないです。子どもたちが裸足になって入って魚を採ったりしていますけ

れども、昔に比べれば多少よくなっていますね。小野川には実は浄化施設を造りまして、

BOD という生物がきれいになるために消費する酸素の量がありますが、それを減らすため

に素案の 51 頁にありますけれども。ここに浄化施設というのを造りまして平成 15 年に完

成しています。そこそこ浄化の効果があります。この水は洪水時とかいう大きな水は対象

とはしてませんので、通常の少ない水を対象としていますから、いつもきれいになるわけ

ではないんですが、一定の効果があるということで、少しはきれいになっているというこ

とです。こういったことも今後も進めていく部分もございますけれども、出合のとことそ

の上流につきまして、子どもたちが遊べる形に整備していくというようなことも、いろん

な工事の中で工夫ができればやっていくようなことも考えないといけないとは思っていま

す。具体的な計画案があるかと言えば今はないんですけれども、今日も貴重なご意見をい

ただきましたのでまた検討の中で整理させていただければと思います。 

 松原泉に人が少ないということで、確かにまだ始まったばっかりなんですけど、松原泉

の計画は長期的でございまして、10 年、20 年後の先の状況を考えながら計画していますの

で、これから地元の方や NPO の方々、あるいは子どもたち、浮穴小学校とか南第二中学校

とか、子どもたちも参加していただいて生物の調査もやってるわけなんですが、そういっ
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た変化を子どもたちとも一緒に勉強しながら、松山市全体が松原泉に行って勉強したらい

いなというぐらいになれるぐらいに希望しながら、今管理を始めたところです。これから

だということでご覧いただければと思います。 

 

○地域住民 Ａさん 

 ありがとうございます。それからもう 1 つ関連しまして、出合の坊ちゃんスタジアムの

下の方に去年までヨシが茂っておっったんですよ。今年行ったら全部きれいに切り取って

ありました。空き缶なんかも全部片付けてあるから、何か設備でもできるんかなといつも

通りながら思っていたら、今度素案見まして河川整備の一環だということがわかったんで

すけど、その辺も工事の概要がどこかにありましたら、こういう計画が進んでいるんだな

というのが 1 つ市民の目としまして楽しみになるんですけど、何が何やらわからん、きれ

いになっているよというのを今まで感じていましたので、その辺も計画の概要とかありま

したら、目につくとこにお願いしたいんですけど。 

 

○事務局 

 申しわけございません。十分にご説明ができてないということのご指摘だと思うんです

が、出合のところの去年ツルヨシを一斉に刈って、河床を整正して川の中が洪水で動きや

すいように改良したわけなんですけれども、大きな洪水が今年はなくて、また草が生えて

いるんですが、今後ともこういう研究をしながら、工事をしながら川が自然に自然の状態

になるように、近づけていくように今業務を進めているところです。一足飛びにこうやっ

たらこういうことになるという答えがまだないんですけど、これは全国的な問題なんです

ね。最近、二極化とは、河床が上がって対岸が掘れてくるという問題がありますので、今

後ともきちっと対策ができるように進めていきたいと思っています。なお、その時には、

どのような工事をするのかというのは一部には説明しているんですが、きちっと皆様にお

知らせできないんで、ホームページなどできちっとお知らせできるようにしたいと考えま

すのでよろしくお願いします。 

 

○地域住民 Ａさん 

 ありがとうございます。以上です。 

 

○司会 

 はい、ありがとうございました。他にご意見、ご質問等ございましたらお願いいたしま

す。せっかくの機会ですので、何かご質問等ございましたら、お願いいたします。はい、

じゃあすみません、お願いします。 

 

○地域住民 Ｅさん 

 砥部の○○と申します。素朴な質問で申しわけないんですけど、さっき副所長さんが一

生懸命説明をされておったときにちょっと居眠りをして聞いてなかったかもわかりません

が、河川水位の低下という原因にいろんなことがあるようなことを伺っておりますけれど
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も、要は提内地側の井門とかなんかで水の汲み取りが盛んに行われておるようですけれど

も、それによって周辺の地盤沈下というんですか、圧密沈下いうんですか、そういったも

のによって周辺の保水力が下がっておるんじゃないかというふうなことも聞いております。

それでどの程度下がっておるか、その辺調査されたデータがあったら、あまり細かいこと

を言ったらいかんのでしょうけども。それと逆に規制ができるのかできないのか、そうい

ったことを含めて河川の維持、水位等を守るのにはそういったことも非常に重要なことで

はないかと思うんですけれど。それから、周辺の流域ですね、流域の山の状態を見たとき

に広葉樹とか針葉樹との割合とか、それから今後、要は緑ダムとか言って山の保水力の確

保ということで盛んに言われておりますけれども、そういったものは今後市町村とかいろ

んな関係で具体的に緑ダムと言うんですか、そういったことが開発的な計画があるかどう

か、やる必要があるかどうか、その辺、お伺いしたいと思うんですが。以上でございます。 

 

○司会 

 河川水位の低下に関するデータ等、あるいは川の周りの井戸水の汲み取り等の規制がで

きるかどうか、それと流域の山の状態に関して緑のダム等の計画等について事務局の方か

らお願いいたします。 

 

○事務局 

 堤防の人が住んでいる側の測量を私たちがやっているかと言いますと、堤防の形は測量

します。これも毎年じゃなくて、川の中は洪水が起こったときにしますし、外については

大きな地形的変化があったときにのみ実施しています。予算的な限界もあるんですけども、

ということで残念ながら周辺の地盤沈下が、圧密沈下がわかるような状況の測量は国土交

通省の河川サイドではしてないです。ただ、そういった情報を今お伺いしましたので、ま

たいろんな関係機関にも問い合わせてみまして確認をさせていただければと思います。圧

密沈下について保水能力がというところは少し難しい問題だと思いますので、それも併せ

て聞けるところがあったら聞いておきます。現状では答えを持ち合わせておらないという

ことで申しわけございません。 

 規制の話でございますが、地下水の利用はやはり関係する機関も相当あります。個人的

な井戸もありますし、工業用水とかあるいは上水とか、企業が取っていたり自治体が取っ

ていたりする場合もありますし、農業用水も取っていると思います。そういう中でこの部

分はどのぐらいしか取ったらいけませんというような規制をやっているところは全国的に

はございます。それは地下水利用の条例とか規制を作りまして、最大の取水量を決めてい

るわけなんですけれども、松山平野につきましてはまだそこまで行っていないということ

です。ただ、整備計画のご説明にもありましたように、健全な水循環というのは正にそう

いうことでございまして、河川水、伏流水、あるいは地下水といった相互に関係する水の

関係をきちっと解明しながら、取り過ぎとかそういう局所的な不均衡がないように、これ

は川の掘削も同じなんですけれども、そういったところを関係機関とやはり協議する場が

必要な場合が出てくるというふうに思いますので、今後の宿題になろうかと思います。 

 もう 1 つ山の状態でございますが、緑の面積はあまり変わってないというのが今までの
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資料にも記載させていただいております。広葉樹と針葉樹の関係につきましては、十分に

きっちっと形上出ているわけではございません。今の資料では森林ということでしか出て

おりません。森林につきましてはほぼ面積が 50 年代から平成にかけて変わっていないとい

うのは 8 頁の方に表現させていただいています。広葉樹がいいか針葉樹がいいかという問

題につきましては、これもいろいろな学説がございます。一般に広葉樹の方が保水能力が

あっていいんではないかというご意見もありますけれども、広葉樹の保水能力に至る土層、

腐葉土層を作るのに、ものすごく長期間かかるということが 1 つあります。それと針葉樹

でも葉っぱの総面積が大きいスギとかヒノキとか、大きいものについてはそれだけ水を遮

断するといいますか、蒸発させるなどの特徴もあるようで、針葉樹があるからといって洪

水流出が大きくなるわけではなくて、小さくなるというような傾向があるということを大

学の先生などもご発表されているという状況で。一概に針葉樹、広葉樹って言えないとい

うことが今の段階では言えてるようでございます。ただ、今後関係機関等の山の管理の仕

方というのも十分に河川管理する我々としても情報を持って、いろんなことに当たってい

かないといけないということは考えておりますので、その辺ご理解いただければと。また

今のご意見も検討させていただければというふうに考えております。 

 

○司会 

 はい、他にどなたかご意見、ご質問等ございましたらお願いいたします。よろしいでし

ょうか。他にないようでしたら、はい。 

 

○地域住民 Ｂさん 

 東垣生町の○○です。単純なことなんですが、今回の会合は第 1 回になっているんです

が、第 2 回もあるわけなんですか。 

 

○事務局 

 最初にご説明させていただきましたように今日が 1 回目の学識の会議が終わりまして、

住民の方々の意見を聴く会です。この後、行政の方の意見を伺います。それで一通り回り

ますとともに、一方で最初のパンフレットにありますようなハガキを、皆さんに新聞に折

り込みましたので、このハガキを既に出していただいています、いろんな意見がありまし

て。それらの意見を全て網羅しまして、これを修正します、修正に当たりましてはもちろ

ん河川管理する私どもにとって予算の面とか内容の面とか、必ずしも全て反映できない。

できない部分についてはできない理由を述べながら、できる部分についてはご意見をいた

だきましてこう反映しておりますということをご説明しながら、修正し 2 回目の意見を聴

く会がございます。また同じ手続きをまた同じようにローテーションでやっていきます。

先程のご意見がありましたし、広報しながら実施していきたいと考えておりますので、よ

ろしくお願いします。 

 

○司会 

 他にございませんでしょうか。意見がないようでしたら会議を終了させていただきたい
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と思います。 

 

4．閉会 

 

○司会 

 それでは本日は長時間にわたりましていろいろなご意見、ご質問をいただきまして本当

にありがとうございました。これからいただいご意見等をもとに河川整備計画素案を検討

していきまして、でき得る限り反映していきたいと考えております。それから、本日言い

忘れた意見等がありましたら、先程も説明しましたようにカラーのパンフレットに付いて

おりますハガキにご記入の上、本日であれば出口左側に意見回収箱を置いておりますので、

その中にご投函いただくか、後日郵送していただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 以上を持ちまして第 1 回重信川流域住民の意見を聴く会【第一会場】を閉会せていただ

きます。どうも本日は長時間にわたりまして大変ありがとうございました。 




